
2011年6月30日 愛知県常滑市鯉江本町五丁目１番地

株式会社ＩＮＡＸメンテナンス

取締役社長 早川 慶一

貸 借 対 照 表

（2011年3月31日現在） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（資産の部） （負債の部）

流動資産 6,203,912 流動負債 3,496,248

現金及び預金 1,462,909 買掛金 1,817,819

売掛金 916,634 未払金 1,034,707

商品 420,480 前受金 3,010

未成工事支出金 21,676 未払法人税等 254,749

貯蔵品 7,439 未払消費税等 39,331

未収金 224,334 未払費用 42,220

短期前払費用 15,978 預り金 13,000

短期貸付金 3,000,000 賞与引当金 239,359

立替金 605 短期リース債務 52,049

前払金 3,578 固定負債 134,650

繰延税金資産 132,567 長期リース債務 129,300

貸倒引当金 △ 2,293 役員退職慰労引当金 4,330

固定資産 366,939 預り保証金 1,020

有形固定資産 218,413

建物 40,460

工具器具及び備品 5,239

リース資産 172,713 負債合計 3,630,899

無形固定資産 80 （純資産の部）

電話加入権 80 株主資本 2,939,952

投資その他の資産 148,445 資本金 20,000

出資金 10 利益剰余金 2,919,952

保険積立金 1,584 利益準備金 5,000

破産更生債権 2,578 その他利益剰余金 2,914,952

差入保証金 53,873 別途積立金 1,920,000

前払年金費用 3,490 繰越利益剰余金 994,952

繰延税金資産 89,487 （うち当期純利益） (591,462)

貸倒引当金 △ 2,578 純資産合計 2,939,952

資産合計 6,570,851 負債・純資産合計 6,570,851

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示している。

第32期決算公告



１．重要な会計方針に係る事項
(1)資産の評価基準及び評価方法
①棚卸資産の評価基準及び評価方法 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性

の低下による簿価切下げの方法により算定）に
よっております。

(2)固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除く） 定率法を採用しております。ただし、平成10年４月

１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）に
ついては、定額法を採用しております。

②無形固定資産（リース資産を除く） 定額法を採用しております。
③リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一
係るリース資産 の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額
に係るリース資産 法を採用しております。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、
リース取引開始日が平成20年3月31日以前のリース取引
については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計
処理によっております。

(3)引当金の計上基準
①貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率に基づき、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能
見込額を計上しております。

②賞与引当金 従業員に対する賞与等の支払に備えるため、主として
支給見込額基準による見積額を計上しております。

③退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、期末に在籍する従業
員の期末時点の自己都合退職金要支給額を計上してお
ります。

④役員退職引当金 役員の退職慰労金の支払に備えるため、役員退職慰労
金規則に基づく期末要支給額を計上しております。

(4)その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 税抜方式で行なっております。
消費税等の会計処理


